
特集　秋の健診の申し込みが始まります！

まちの話題 サンマルコ食品新工場落成を記念　町に100万円の寄附

多彩なイベントで夏の風情を満喫　第３回つべつ七夕まつり開催

今月の表紙　つべつ七夕まつり　～元気いっぱい！　 キッズダンス～

温故知新

苦労あってこその今の幸せ

達美　浅野 栄子 さん
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電
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、
も
し
く
は
役
場
10
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だ
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。
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秋
の
健
診
の
申
し
込
み
が
始
ま
り
ま
す
！

※
今
年
度
61
歳
（
昭
和
27
年
４
月
１
日
〜
昭
和
28
年
３
月
31
日
生
）
に
な
ら
れ
る
方

は
全
て
の
健
診
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

※
社
会
保
険
の
被
扶
養
者
の
方
の
特
定
健
診
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
特
定
健

診
受
診
券
が
必
要
で
す
）。

秋
の
健
診
は
、
婦
人
科
検
診
も
一
緒
に
受
け
ら
れ
る
最
後
の
チ
ャ

ン
ス
で
す
。
各
健
診
に
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
お
申
し
込

み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

９
月
２
日
（
月
）
か
ら
申
し
込
み
開
始
！

９
月
20
日
（
金
）
ま
で

受
付
時
間

が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
届
い
て
い
ま
す
か
？

10
月
の
健
診
は
３
つ
の
ク
ー
ポ
ン
を
同
時
に
使
え
ま
す
！

大
腸
が
ん
検
診
…
大
腸
が
ん
は
急
激
に
増
え
て
い
ま
す

男
女
共
に
40
歳
代
か
ら
病
気
に
か
か
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
男
性
に
多
い

病
気
で
す
が
、
女
性
の
死
亡
原
因
の
第
一
位
の
病
気
で
す
。

●
検
診
内
容
…
問
診
と
検
便

●
検
診
場
所
…
10
月
と
２
月
の
集
団
健
診
（
町
民
会
館
）

乳
が
ん
検
診
…
女
性
が
か
か
る
が
ん
の
第
一
位

女
性
ホ
ル
モ
ン
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
が
ん
で
、
40
歳
代
後
半
に
最
も
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。

●
検
診
内
容
…
問
診
と
視
触
診
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
（
レ
ン
ト
ゲ
ン
）

●
検
診
場
所
…
10
月
集
団
健
診
（
町
民
会
館
）

北
見
の
医
療
機
関
（
北
見
日
赤
、
小
林
病
院
、
北
見
中
央
病
院
）

子
宮
頚
が
ん
検
診
…
若
い
女
性
に
急
増
し
て
い
る
が
ん
で
す

20
〜
30
歳
代
の
若
い
女
性
に
急
増
し
て
い
る
が
ん
で
す
。

●
検
診
内
容
…
問
診
と
子
宮
頚
部
（
入
り
口
）
の
細
胞
検
査

●
検
診
場
所
…
10
月
集
団
健
診
（
町
民
会
館
）

北
見
の
医
療
機
関
（
北
見
日
赤
、
愛
成
病
院
、
や
ま
か
わ
ウ
ィ
　

メ
ン
ズ
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

問い合わせ・申し込み先　保健福祉課　健康推進担当　　　10番窓口　†76－2151（内線231、232）

★
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
使
用
期
限
は
、
平
成
26
年

３
月
31
日
ま
で
で
す
。
早
め
の
受
診
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

★
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
が
届
い
て
い
な
い
方
、
紛
失

さ
れ
た
方
は
役
場
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

◎
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
対
象
と
な
る
検
診
は
３
種
類
で
す
。

◎
自
覚
症
状
の
な
い
今
こ
そ
、
受
け
て
い
た
だ
き
た
い
検
診
で
す
。

〈
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
対
象
者
〉

平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
、
下
記
の
年
齢
の
方
が
対
象
で
す
。

◆
大
腸
が
ん
検
診
…
…
40
・
45
・
50
・
55
・
60
歳
の
男
女

◆
乳
が
ん
検
診
…
…
…
40
・
45
・
50
・
55
・
60
歳
の
女
性

◆
子
宮
頚
が
ん
検
診
…
20
・
25
・
30
・
35
・
40
歳
の
女
性

５
月
末
に
、
今
年
度
の
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
（
大
腸
、
乳
、
子
宮
頚
部
）
の
対

象
と
な
る
方
に
ク
ー
ポ
ン
券
を
お
送
り
し
ま
し
た
。
お
手
元
に
届
い
て
い
ま
す
か
？

こ
の
ク
ー
ポ
ン
券
は
、
増
え
続
け
る
が
ん
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
目
的
に
、
平
成

21
年
度
よ
り
対
象
年
齢
の
方
に
全
国
一
斉
に
送
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

ク
ー
ポ
ン
券
を
利
用
す
る
こ
と
で
検
診
料
が
無
料
に
な
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
ご
使
用
さ

れ
て
い
な
い
方
は
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期

限
は
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
早
め
の
ご
利
用
を
お
勧
め
い
た

し
ま
す
。



バ
イ
ス
を
受
け
る
も
の
で
、
昨
年
に
続

き
２
年
目
の
開
催
で
す
。

講
師
に
は
、
株
式
会
社
緑
花
計
画
代

表
取
締
役
で
、
道
の
主
催
す
る
フ
ラ
ワ

ー
マ
ス
タ
ー
認
定
講
習
会
の
講
師
で
も

あ
る
笠
康
三
郎
氏
を
今
年
も
招
き
、
市

街
地
の
街
路
樹
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま

し
た
。

参
加
し
た
の
は
、
町
内
の
フ
ラ
ワ
ー

マ
ス
タ
ー
や
、
花
の
ま
ち
推
進
協
議
会
、

街
並
づ
く
り
推
進
会
議
な
ど
花
の
ま
ち

づ
く
り
に
関
わ
る
団
体
の
会
員
や
一
般

町
民
の
、
合
わ
せ
て
15
人
。
参
加
者
は

大
通
り
や
一
条
通
を
中
心
に
歩
き
、
講

師
か
ら
街
路
樹
の
管
理
の
仕
方
な
ど
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。

夕
方
か
ら
は
さ
ん
さ
ん
館
に
場
所
を

移
し
、
笠
氏
に
よ
る
講
評
を
受
け
ま
し

た
。
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
先
進
地
の
事

例
や
津
別
町
の
改
善
点
が
紹
介
さ
れ
、

参
加
者
は
真
剣
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

７月31日、ケアハウスつべつ恒例の

縁日まつりが開催されました。

８回目となる今回は好天の下で開か

れ、会場の前庭では津別保育園の年長

さんたちがよさこい踊りを披露。息の

合った見事な踊りに、入居者たちから

盛んな拍手が送られました。

食事の時間は園児たちと一緒に焼き

鳥や焼きそば、おにぎりなど、職員の心づくしの料理を味わい、食後はボランティアの高校生

たちも加わり、様々なゲームで楽しいひとときを過ごしました

８
月
15
日
、
津
別
神
社
境
内
で
恒
例
の
つ
べ
つ

納
涼
盆
お
ど
り
大
会
（
主
催
・
津
別
観
光
協
会
、

つ
べ
つ
納
涼
盆
お
ど
り
大
会
実
行
委
員
会
）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
６
時
30
分
か
ら
の
第
一
部
は
、
子
供
盆
踊

り
や
ア
メ
リ
カ
ン
盆
ダ
ン
ス
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

の
カ
キ
氷
早
食
い
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
観
衆
か

ら
盛
ん
な
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。第

二
部
で

は
、
開
会
セ

レ
モ
ニ
ー
に

続
い
て
大
人

盆
踊
り
、
仮

装
盆
踊
り
大

会
が
行
わ
れ
、

工
夫
を
凝
ら

し
た
衣
装
を

身
に
つ
け
た

踊
り
手
た
ち

が
、
会
場
の

笑
い
を
誘
っ

て
い
ま
し
た
。

７
月
22
日
、
津
別
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
、
北
見
地
区
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青
年

部
主
催
の
交
通
安
全
教
室
が
開
か
れ
ま

し
た
。

ト
ラ
ッ
ク
や
自
転
車
を
使
っ
た
事
故

再
現
で
は
、
走
行
中
の
ト
ラ
ッ
ク
が
急

に
目
の
前
に
出
て
き
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
を

は
じ
き
飛
ば
し
た
り
、
人
形
が
乗
る
自

転
車
が
交
差
点
で
後
輪
に
巻
き
込
ま
れ

る
様
子
な
ど
を
実
演
。
子
供
た
ち
に
ト

ラ
ッ
ク
事
故
の
怖
さ
を
分
か
り
や
す
く

教
え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
子
供
た
ち
は
実
際
に
ト
ラ

ッ
ク
の
運
転
席
に
座
り
、
ミ
ラ
ー
に
も

映
ら
な
い
死
角
の
危
険
性
に
つ
い
て
も

学
び
ま
し
た
。

大
人
も
子
ど
も
も
輪
に
な
っ
て

つ
べ
つ
納
涼
盆
お
ど
り
大
会
開
催

花
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
開
催

７
月
28
日
、
高
齢
者
や
障
が
い
者

の
社
会
参
加
と
地
域
住
民
と
の
ふ
れ

あ
い
を
目
的
と
し
た
「
第
22
回
つ
べ

つ
ふ
れ
あ
い
広
場
」(

津
別
町
社
会
福

祉
協
議
会
主
催)

が
、
中
央
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
前
に
は
焼
き
鳥
や
豚
汁
な
ど

の
屋
台
、
炊
出
し
実
演
コ
ー
ナ
ー
な

ど
が
並
び
、
館
内
で
は
ふ
れ
あ
い
ス

テ
ー
ジ
や
絵
手
紙
体
験
、
津
別
更
生

保
護
女
性
会
に
よ
る
「
第
40
回
友
愛

セ
ー
ル
」
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

多
彩
な
催
し
に
、
今
年
も
多
く
の

町
民
が
訪
れ
ま
し
た
。

サ
ン
マ
ル
コ
食
品
（
藤
井
幸
一
代
表
取
締
役
社
長
）

の
津
別
新
工
場
落
成
を
記
念
し
て
、
７
月
24
日
、
札

幌
市
で
開
催
さ
れ
た
新
工
場
落
成
式
・
チ
ャ
リ
テ
ィ

会
席
上
で
、「
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ

さ
い
」
と
同
社
か
ら
町
に
１
０
０
万
円
の
寄
附
が
あ

り
ま
し
た
。

８
月
１
日
、
町
長
室
を
訪
れ
た
山
崎
修
常
務
に
佐

藤
町
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
り
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
寄
附
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
保
健
福
祉
車
両

の
購
入
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
お
礼
を
述

べ
ま
し
た
。

北
見
地
区
ト
ラ
ッ
ク
協
会
主
催

津
別
小
で
交
通
安
全
教
室
開
催

今
年
は
中
央
公
民
館
で
開
催

ふ
れ
あ
い
広
場
、
友
愛
セ
ー
ル

サ
ン
マ
ル
コ
食
品
新
工
場
落
成
を
記
念

町
に
１
０
０
万
円
の
寄
附

８
月
３
日
、
さ
ん
さ
ん
館
施
設
及
び
駐
車
場
を
会

場
に
第
３
回
つ
べ
つ
七
夕
ま
つ
り
（
主
催
　
つ
べ
つ

七
夕
ま
つ
り
実
行
委
員
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

多
目
的
広
場
に
は
ス
テ
ー
ジ
と
客
席
が
設
け
ら
れ
、

駐
車
場
に
は
願
い
事
を
書
い
た
短
冊
が
く
く
ら
れ
た

柳
の
木
を
囲
む
よ
う
に
飲
食
席
を
用
意
。
実
行
委
員

会
の
構
成
団
体
に
よ
る
手
作
り
屋
台
・
縁
日
コ
ー
ナ

ー
は
、
飲
み
物
・
食
べ
物
を
求
め
る
列
が
途
切
れ
る

こ
と
が
な
く
、
来
場
者
は
夏
の
夕
べ
の
ひ
と
と
き
を

満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
午
後
４
時
の
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー

に
続
い
て
山
鳴
太
鼓
保
存
会
が
勇
壮
な
和
太
鼓
演
奏

を
披
露
。
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ε
津
別
・
美
幌
教
室
に
よ
る
キ
ッ

ズ
ダ
ン
ス
や
ス
マ
イ
ル
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の
楽
し
い
バ

ル
ー
ン
シ
ョ
ー
、
北
見
在
住
の
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
・
お

が
わ
ち
か
ら
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
も
行
わ
れ
、

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

保育園の子どもたちも参加

ケアハウスで第８回縁日まつり

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
で
夏
の
風
情
を
満
喫

第
３
回
つ
べ
つ
七
夕
ま
つ
り
開
催

楽しいバルーンショー

子ども花火大会

町民防火パークゴルフ大会

参 加 者 募 集 ！

日　　程 10月20日（日）小雨決行

受付時間 午前８時15分～８時45分

開 会 式 午前９時

会　　場 豊永ふれあい公園

パークゴルフ場

対 象 者 津別町民の方（学生は除く）

申込締切　10月６日（日）まで

申込方法 申込用紙（ふれあい公園パ

ークゴルフ場管理棟及び津別消防署

に用意）に必要事項を記入の上、同

所に設置した投入箱へ。

※雨天延期の連絡はパークゴルフ場に

表示し、10月27日（日）に順延。

問い合わせ先

津別消防署　† 76－2189

８
月
９
日
、
花
の
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
の
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
花
を
生
か
し
た
よ

り
よ
い
景
観
づ
く
り
の
た
め
に
、
講

師
と
い
っ
し
ょ
に
町
を
歩
い
て
ア
ド



町では各年の７月１日現在で｢農作物作付動向調査｣を実施しております。今年の調査結果がまと

まりましたので、概要についてお知らせします。

◎農家戸数と農業従事者人口（過去５年間の推移）単位：戸・人・％

◎畑作物の作付け動向（過去５年間の推移）単位：ha・％

※平成24年より町外企業が町内企業に変更になり、肉用牛が増加しております。

問い合わせ先 住民企画課　住民企画グループ　　†76－2151（内線215）

(１)

乳
用
牛

(２)

肉
用
牛

◎家畜（過去５年間の推移）単位：頭

今年も、町民手づくりの露店がたくさん並びます。金魚すくい、お面、ワンパターゴル

フなどの縁日も出店します。

９日（月）は午後４時～午後９時、10日（火）は午前10時～午後９時。

ご家族お揃いで、２日間の手作りのおまつりを楽しんでください。

９月21日（土）～９月30日（月）

ふるさとまつりのため９月９日午前９時から11日の正午ま
で、右記の区間が交通規制されます。一般車両はこの期間中通
行できませんので、ご協力をよろしくお願いいたします。

問い合わせ先 ふるさとまつり実行委員会　†76－2151（内線216）

← 昨年の

ふるさと

まつり →

９月９日（月）
10日（火）

五差路から神社前の通り

楽しい手作り露店がいっぱい！

重 点 目 標

秋の全国交通安全運動

◎日没時間が早まることによる夕

暮れ時と夜間の高齢歩行者・自

転車の事故防止

◎全ての座席のシートベルト・チ

ャイルドシートの正しい着用

◎飲酒運転の根絶

◎夕暮れ時の早め点灯の強化によ　

るデイ・ライトの推進

８/１(木)
～９/６(金)

募集種目

自衛官

候補生

８/１(木)
～９/６(金)

一般曹候補生

応募資格 受付期間

航空学生（海・空）
高卒(見込含)
21歳未満

試験期日(１次)

防衛医科大学校
学生

防衛大学校学生

高等工科学校

生徒

９/21(土)

10/19 (土)

８/１(木)
～９/６(金)

男子

女子

年間を通じて
行っています

18歳以上
27歳未満

９/５(木)
～９/30(月)

９/５(木)
～９/30(月)

中卒(見込含)
17歳未満

北見地域事務所に
お問い合わせください

11/２(土) ･３(日)

９/16 (月)
９/17（火）

問い合わせ先　自衛隊北見地域事務所　†0157－23－6826
募集コールセンター（受付時間12時～20時）
フリーダイヤル　†0120－063792
ナビダイヤル　　†0570－045818（携帯電話）

高卒(見込含)
21歳未満

９/24 (火)
９/25（水）

９/23 (月)

防衛医科大学校
（看護学科）

前期：9/5～30
後期：1/22

～2/1

前期：11/9（土）
・10（日）

後期： 3/1（土）



「
長
く
生
き
て
き
て
苦
労
も
あ
り
ま

し
た
が
、
今
が
一
番
幸
せ
で
す
」
と

に
こ
や
か
な
表
情
で
話
す
浅
野
栄
子

さ
ん
。
現
在
、
ご
主
人
の
昭
さ
ん
と

二
人
で
ケ
ア
ハ
ウ
ス
つ
べ
つ
に
入
居

し
、
穏
や
か
で
充
実
し
た
日
々
を
過

ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

旧
東
藻
琴
村
で
生
ま
れ
た
浅
野
さ

ん
は
、
国
民
学
校
高
等
科
を
卒
業
す

る
と
、
昭
和
18
年
に
札
幌
の
看
護
学

校
に
進
学
。
戦
中
か
ら
戦
後
に
か
け

て
の
歴
史
が
大
き
く
動
い
た
時
代

に
、
野
幌
に
あ
っ
た
野
戦
病
院
で
看

護
婦
と
し
て
命
と
向
き
合
う
日
々
を

過
ご
し
ま
す
。「
戦
後
間
も
な
く
の

こ
ろ
は
、
敗
戦
を
受
け
入
れ
難
く
自

ら
死
を
選
ぶ
兵
隊
さ
ん
が
何
人
も
い

ま
し
た
」。

そ
の
後
、
実
家
に
戻
っ
た
浅
野
さ

ん
は
、
昭
和
25
年
に
縁
あ
っ
て
網
走

在
住
の
浅
野
昭
さ
ん
と
結
婚
。
親
類

の
農
家
を
手
伝
い
な
が
ら
、
一
男
一

女
を
も
う
け
ま
す
。

昭
和
32
年
に
は
、
お
姉
さ
ん
の
つ

て
で
昭
さ
ん
が
丸
玉
産
業
に
勤
め
る

こ
と
に
な
り
、
一
家
で
津
別
に
転
居

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
栄
子
さ
ん
も

丸
玉
産
業
に
勤
め
、
夫
婦
で
懸
命
に

働
き
な
が
ら
二
人
の
子
ど
も
を
育
て

上
げ
ま
す
。

そ
ん
な
日
々
の
な
か
で
一
番
苦
し

か
っ
た
の
は
、
働
き
者
と
し
て
評
判

だ
っ
た
昭
さ
ん
が
30
代
半
ば
で
体
調

を
崩
し
、
２
年
間
あ
ま
り
の
入
院
療

養
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
ろ
。
浅
野

さ
ん
は
育
ち
盛
り
の
子
ど
も
た
ち
を

抱
え
な
が
ら
、
仕
事
に
、
家
事
に
、

看
病
に
奮
闘
し
ま
す
。「
お
か
げ
さ

ま
で
主
人
の
体
調
も
良
く
な
り
、
仕

事
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

の
幸
せ
は
、
様
々
な
苦
労
が
あ
っ
て

こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
」
と
こ
れ
ま
で

を
振
り
返
り
ま
す
。

定
年
退
職
後
は
夫
婦
で
全
国
各
地

へ
旅
行
す
る
な
ど
、
第
二
の
人
生
を

活
動
的
に
過
ご
し
て
い
る
浅
野
さ

ん
。
ケ
ア
ハ
ウ
ス
敷
地
内
の
畑
で
は
、

好
き
な
花
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
何
種
類
も
の
美
し
い
花
で
周
囲

に
彩
り
を
添
え
て
い
ま
す
。

あさの　えいこさん／昭和４年４月、旧東藻琴村（現大空町）生まれ／84歳／
達美在住

さ
ん

苦
労
あ
っ
て
こ
そ
の

今
の
幸
せ

浅
野
　
栄
子

【425】

問い合わせ先　†76－2151 税務担当（内線220・221）
収納担当（内線218）

問い合わせ先　保健福祉課　地域包括支援センター　 †76－2158（直通）

津
別
町
の
高
齢
化
率
は
39
％
と
全
道

的
に
も
高
く
、
そ
の
中
に
は
認
知
機
能

の
低
下
か
ら
、
日
常
生
活
で
支
援
を
必

要
と
す
る
方
も
地
域
で
生
活
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
高
齢
者
が
生
活
す
る
世
帯

の
う
ち
、
単
身
・
高
齢
者
夫
婦
世
帯
が

７
割
を
超
え
て
お
り
、
今
後
高
齢
者
が

地
域
で
生
活
し
て
い
く
に
は
、
互
い
の

見
守
り
あ
い
が
必
要
で
す
。

津
別
町
で
は
、
認
知
症
に
よ
る
徘
徊

の
恐
れ
が
あ
る
高
齢
者
等
が
行
方
不
明

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、
地
域
の

支
援
を
得
て
早
期
に
発
見
し
、
認
知
症

高
齢
者
や
そ
の
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
「
認
知
症
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

○
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
業
務
と

「
事
前
登
録
制
度
」

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
り
、
徘
徊

す
る
可
能
性
の
高
い
高
齢
者
の
把
握

や
、
地
域
の
関
係
機
関
（
福
祉
・
医
療

機
関
、
警
察
、
消
防
、
金
融
機
関
、
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
商
工
会
、
自
治
会
、

老
人
ク
ラ
ブ
、
交
通
機
関
等
）
に
よ
る

緊
急
連
絡
体
制
及
び
支
援
体
制
の
構

築
、
徘
徊
高
齢
者
等
発
生
時
の
捜
索
・

情
報
提
供
に
関
す
る
協
力
依
頼
等
を
行

い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は

「
事
前
登
録
制
度
」
も
実
施
し
ま
す
。

事
前
登
録
制
度
と
は
、
行
方
不
明
に
な

る
可
能
性
の
あ
る
方
の
名
前
や
特
徴
、

写
真
な
ど
の
情
報
を
、
本
人
、
家
族
の

同
意
を
得
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
に

あ
ら
か
じ
め
登
録
し
て
お
き
、
早
期
発

見
に
役
立
て
る
制
度
で
す
。

○
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
流
れ
に
つ
い
て

高
齢
者
の
行
方
が
分
か
ら
な
く
な
っ

た
場
合
、
q
家
族
等
か
ら
警
察
へ
連

絡
、
w
警
察
か
ら
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
連
絡
、
e
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
か
ら
関
係
機
関
等
へ
協
力

（
情
報
提
供
等
）
を
要
請
、
r
発
見
・

保
護
と
な
れ
ば
、
発
見
者
が
警
察
へ
連

絡
、
t
警
察
か
ら
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
連
絡
、
y
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
か
ら
関
係
機
関
へ
連
絡
し
、

捜
索
終
了
、
と
い
っ
た
流
れ
で
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
活
用
さ
れ
ま
す
。

○
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム

「
さ
さ
え
ね
っ
と
＠
つ
べ
つ
」

津
別
町
で
は
、
行
方
不
明
者
情
報
を

地
域
の
方
の
協
力
を
得
な
が
ら
早
期
発

見
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、
メ
ー
ル
配

信
シ
ス
テ
ム
「
さ
さ
え
ね
っ
と
＠
つ
べ

つ
」
を
運
用
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
包
括
た
よ
り

「
木
ら
ら
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今
年
４
月
か
ら
Ｊ
Ａ
つ
べ
つ
に
勤
め

て
い
る
倉
下
桂
輔
さ
ん
は
、
苫
小
牧
市

の
出
身
。
苫
小
牧
南
高
校
か
ら
酪
農
学

園
大
学
に
進
学
し
、
酪
農
学
科
で
畜
産

を
専
攻
し
ま
し
た
。

就
職
先
に
Ｊ
Ａ
つ
べ
つ
を
志
望
し
た

理
由
は
、「
祖
父
母
が
農
家
で
、
子
ど

も
の
こ
ろ
に
手
伝
い
に
行
っ
た
こ
と
か

ら
、
農
業
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
大
学
で
は
同
級
生
の
半
数
以

上
が
畜
産
農
家
の
子
弟
で
、
彼
ら
を
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
仕
事
と
し
て
Ｊ
Ａ
を
目

指
し
ま
し
た
」。

希
望
が
か
な
い
経
済
部
畜
産
課
に
配

属
さ
れ
た
倉
下
さ
ん
は
、
現
在
、
元
牛

の
仲
介
や
流
通
に
関
す
る
仕
事
を
担
当

し
て
い
ま
す
。

「
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
に
比
べ
て
、
職

場
で
は
、
よ
り
実
践
的
な
知
識
が
得
ら

れ
ま
す
。
今
は
与
え
ら
れ
た
仕
事
に
全

力
で
取
り
組
み
、
徐
々
に
仕
事
の
幅
を

広
げ
て
行
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
、

抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

休
日
に
は
町
内
で
行
わ
れ
る
ス
ポ
ー

ツ
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
の
手
伝
い
を
志
願

す
る
な
ど
、
一
日
も
早
く
町
に
溶
け
込

も
う
と
奮
闘
し
て
い
る
倉
下
さ
ん
で

す
。

今
、
取
り
組
ん
で
い
る
仕
事
に
全
力
投
球

倉
下
　
桂
輔
　
　
さ
ん

くらした　けいすけさん／平成３年２月生まれ／

ＪＡつべつ勤務／共和在住

認
知
症
高
齢
者
等

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

町
道
民
税
の
納
め
方
は
、
本
人
が
納
付
書

（
又
は
口
座
振
替
）
で
納
め
る
普
通
徴
収
と
、

事
業
主
が
本
人
の
給
与
か
ら
町
道
民
税
分
を
予

め
天
引
き
し
て
お
き
、
替
わ
っ
て
納
め
る
特
別

徴
収
が
あ
り
ま
す
（
年
金
所
得
者
に
は
年
金
か

ら
徴
収
す
る
制
度
も
あ
り
ま
す
）。

普
通
徴
収
は
、
１
年
分
の
税
額
を
４
回
に
分

け
て
納
め
ま
す
。
特
別
徴
収
は
、
１
年
分
の
税

額
を
12
回
に
分
け
て
給
与
か
ら
天
引
き
し
ま
す
。

特
別
徴
収
の
方
が
、
１
回
あ
た
り
の
負
担
額

が
少
な
く
、
し
か
も
納
税
者
の
手
間
は
全
く
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
普
通
徴
収
に
比
べ
と
て
も
有

利
な
制
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
別
徴
収
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
勤
め
先
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

《
事
業
主
の
方
へ
の
お
願
い
》

所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務
の
あ
る
事
業
主

（
給
与
支
払
者
）
は
、
従
業
員
（
納
税
義
務
者
）

の
町
道
民
税
を
特
別
徴
収
す
る
こ
と
が
法
律

（
地
方
税
法
及
び
町
税
条
例
）
に
よ
り
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

特
別
徴
収
を
開
始
す
る
に
は
、
給
与
報
告
書

を
町
に
提
出
（
毎
年
１
月
末
〆
）
す
る
時
に
、

特
別
徴
収
分
と
し
て
ご
提
出
下
さ
い
。
翌
年
度

か
ら
特
別
徴
収
を
開
始
し
ま
す
。

ま
た
、
給
与
か
ら
の
天
引
額
は
、
予
め
町
で

計
算
し
て
通
知
し
ま
す
の
で
、
所
得
税
の
よ
う

に
、
毎
回
計
算
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
11
月
ま
で
な
ら
、
年
度
途
中
か
ら

で
も
特
別
徴
収
を
開
始
で
き
ま
す
。
特
別
徴
収

を
行
っ
て
い
な
い
事
業
主
の
方
に
は
、
ぜ
ひ
特

別
徴
収
の
導
入
を
ご
検
討
願
い
ま
す
。

町
道
民
税
の
特
別
徴
収

（
給
与
天
引
）
に
つ
い
て



道
が
行
っ
た
業
務
や
制
度
の
内

容
を
審
査
す
る
制
度
が
、「
北
海
道

苦
情
審
査
委
員
」
制
度
で
す
。

皆
さ
ん
自
身
の
利
害
に
関
す
る

こ
と
で
、
道
政
に
対
す
る
苦
情
で

あ
れ
ば
、「
苦
情
審
査
委
員
」
に
申

立
て
が
で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
に
代
わ
っ

て
、「
苦
情
審
査
委
員
」

が
公
正
で
中
立
的
な
立

場
か
ら
、
道
の
関
係
機

関
に
対
し
、
必
要
な
調

査
を
行
い
ま
す
。

審
査
の
結
果
、
道
の

業
務
に
不
備
な
点
や
制

度
に
問
題
が
あ
る
と
き

は
、
道
の
機
関
に
是
正

や
改
善
を
求
め
ま
す
。

申
立
て
方
法
は
、
苦

情
申
立
書
（
道
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）
に

必
要
な
事
項
を
記
入

し
、
提
出
し
て
下
さ
い
。

郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で

も
申
立
て
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
総
合
政
策
部

知
事
室
道
政
相
談
セ
ン
タ
ー

†
０
１
１-

２
０
４-

５
５
２
３

（
内
線
21-

７
０
６
）

法
務
局
で
は
、
地
域
住
民
の
み

な
さ
ま
を
対
象
に
、
登
記
・
供

託
・
戸
籍
・
人
権
擁
護
に
つ
い
て

の
相
談
所
と
講
座
を
開
設
い
た
し

ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

名
　
称

「
全
国
一
斉
！
　
法
務
局
休
日

相
談
所
」
及
び
「
法
務
局
な
る

ほ
ど
講
座
」

日
　
時

10
月
６
日
（
日
）
午
前
10
時
か

ら
午
後
３
時
ま
で
（
事
前
に
予

約
さ
れ
た
方
を
優
先
い
た
し
ま

す
）

場
　
所

釧
路
地
方
法
務
局
北
見
支
局

（
北
見
市
高
砂
町
14
番
14
号
）

相
談
内
容

相
続
、
登
記
手
続
き
、
土
地
の

境
界
問
題
、
遺
言
、
成
年
後
見
、

い
じ
め
や
児
童
虐
待
、
高
齢
者

に
対
す
る
介
護
者
の
虐
待
、
女

性
に
対
す
る
暴
力
、
な
ど
人
権

に
関
す
る
困
り
ご
と
や
心
配
ご

と
講
座
内
容

q
遺
言
制
度
に
つ
い
て

午
前
10
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で

w
相
続
登
記
を
め
ぐ
る
各
種
手
続
き

午
後
１
時
30
分
か
ら
２
時
20
分

ま
で
（
事
前
予
約
可
。
講
座
は

ど
ち
ら
か
一
つ
の
受
講
も
で
き

ま
す
）

問
い
合
わ
せ
先
・
予
約
先

釧
路
地
方
法
務
局
北
見
支
局

総
務
課

†
０
１
５
７-

23-

６
１
６
６

来
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
さ

れ
る
お
子
さ
ん
の
い
る
家
庭
に
対

し
て
「
学
齢
児
童
届
出
書
」
の
提

出
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

該
当
す
る
の
は
、
平
成
19
年
４

月
２
日
〜
平
成
20
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
で
す
。

届
出
用
紙
は

９
月
上
旬
頃

に
送
付
し
ま

す
の
で
、
期

日
ま
で
に
忘

れ
ず
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
届
出
用

紙
が
届
か
な
い
方
は
、
お
手
数
で

す
が
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限

９
月
20
日
（
金
）

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

†
76-

２
１
５
１(

内
線
２
７
２
）

平
成
26
年
４
月
に
新
規
採
用
す

る
職
員
を
、
次
に
よ
り
募
集
す
る

予
定
で
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

職
種一

般
行
政
職
（
事
務
職
）

採
用
予
定
人
数

若
干
名

資
格平

成
26
年
度
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
町

村
職
員
採
用
資
格
試
験
合
格
者

採
用
試
験
（
２
次
試
験
）

個
人
面
接

試
験
日
程

10
月
中
旬
を
予
定

そ
の
他

採
用
試
験
の
受
験
希
望
者
は
、

町
村
会
の
資
格
試
験
結
果
の
発
表

後
、
q
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
w
学

業
成
績
証
明
書
e
卒
業（
見
込
）
証

明
書
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
庶
務
グ
ル
ー
プ

†
76
｜
２
１
５
１(

内
線
２
０
８)

敬
老
の
日
に

伴
う
公
衆
浴
場

無
料
開
放
を
実

施
し
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ

い
。

実
施
日
　
９
月
15
日(

日)

、
17
日(

火)

午
後
３
時
〜
午
後
９
時

※
９
月
16
日(

月)

は
定
休
日

対
象
者
　
70
歳
以
上
の
町
民

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課
環
境
衛
生
担
当

†
76-

２
１
５
１(

内
線
２
１
７
）

広
く
町
民
の
皆
さ
ま
よ
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

日
　
時

９
月
28
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

場
　
所

児
童
館
つ
べ
つ
ん

内
　
容

ブ
ー
ス
（
出
店
）
の
運
営

手
伝
い

問
い
合
わ
せ
・
登
録
先

児
童
館
つ
べ
つ
ん

†
76
｜
３
３
０
３

問い合わせ先　† 76－2151 税務担当（内線220・221）

収納担当（内線218）

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

住民企画グループ　† 76－2151

FAX 76－2976

学
齢
児
童
届
出
書
の
提
出
を

お
忘
れ
な
く

◎盗難事件の発生について！　　　　

７月中、美幌町内において２件の盗難事件が発生し

ました。発生場所はスーパーやガソリンスタンドであ

り、被害者がカート上又はトイレ内に置き忘れたバッ

グや財布を盗まれています。たとえ少しの間でも貴重

品は肌身はなさずにして防犯意識を身につけてくださ

い。警察でも警戒を強化しておりますが、不審者を発

見した場合にはただちに110番通報しましょう。

◎振り込め詐欺・ここが重要！

q『絶対に騙されない人はいない』元教員、知識人　

や家族と同居など、騙されにくそうな人も騙される。

w『親心を悪用される』最初は不審に思っても、家　

族を助けたい一心で平常心を失う。

e『家族の絆で見破った』普段から連絡を密にし、

情報を共有することで被害を防げる。

地 域 安 全 ニ ュ ー地 域 安 全 ニ ュ ー スス

美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については各防犯協会または警察署にお問い合わせください。

じ
ど
う
か
ん
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３

町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

９月は、固定資産税 第３期

国民健康保険税 第４期の納付月です

口座振替をご利用の方は引落口座の残高のご確認をお願いいたします。

納付期限は９月30日（月）です

津
別
町
職
員
の
新
規
採
用
を

予
定
し
て
い
ま
す

こ
の
よ
う
な
販
売
方
法
自
体
は
違
法

で
は
な
く
、
本
人
の
意
思
で
契
約
し
た

も
の
を
、
本
人
の
同
意
な
く
家
族
が
解

約
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

今
後
は
、
催
眠
商
法
で
の
被

害
に
つ
い
て
そ
れ
と
な
く
耳
に

入
れ
、
問
題
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に

当
協
会
に
相
談
す
る
よ
う
に
促

し
て
く
だ
さ
い
。
様
子
を
見
に

行
く
機
会
が
あ
れ
ば
、
家
の
中

に
高
額
な
商
品
が
な
い
か
よ
く

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

《
消
費
生
活
の
ご
相
談
は
》

美
幌
消
費
者
協
会

†
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
72-

０
３
６
６

※
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

Ｑ

産業振興課
商工観光担当
†76－2151
（内線315）

A

催
眠
（
Ｓ
Ｆ
）
商
法
に
ご
注
意
! !

知
っ
て
ま
す
か
？

道
の
「
苦
情
審
査
委
員
」
制
度

法
務
局
で
休
日
相
談
所
と

講
座
を
開
設
し
ま
す

町
民
に
よ
る
事
故
死
ゼ
ロ

が
２
５
０
０
日
を
達
成

さ
る
７
月
27
日
、
町
民
の
交
通

事
故
死
ゼ
ロ
の
継
続
日
数
が
、
２

５
０
０
日
に
到
達
し
ま
し
た
。
町

民
み
ん
な
の
安
全
意
識
に
よ
っ
て

達
成
し
た
、
大
き
な
節
目
で
す
。

９
月
21
日
か
ら
30
日
ま
で
、
秋

の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
展
開
さ

れ
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
交
通
安

全
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
運
動
の
基
本
方
針
は

「
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
」
で
す
。
ま
た
全
国
的
に
次
の

三
つ
の
重
点
目
標
が
設
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

q
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
　

自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
と
き
の

交
通
事
故
防
止
の
た
め
、
反
射

材
の
着
用
や
自
転
車
の
ラ
イ
ト

点
灯
を
徹
底
し
ま
す
。

w
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

e
重
大
事
故
の
原
因
に
も
な
っ
て

い
る
、
飲
酒
運
転
の
根
絶
を
目

指
し
ま
す
。

住民企画課
住民企画
グループ

公
衆
浴
場
の
無
料
開
放
の

お
知
ら
せ

HP：http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/dsc/kujyou.htm
メール：kujyou.koueki@pref.hokkaido.lg.jp
FAX：011-241-8181

法人道民税・法人事業税・
地方法人特別税の申告は
インターネットで！

■北海道では、地方税ポータルシステム

（エルタックス）を利用し、インターネッ

トによる法人道民税・法人事業税・地方

法人特別税の申告を受け付けています。

■利用できるのは、北海道に申告を行う

納税者（税理士等代理人を含む）で、利

用届出の手続きをされている方です。

■利用開始の方法など、詳細については

エルタックスホームページをご覧下さい。

＜エルタックスホームページ＞

http://www.eltax.jp/

問い合わせ先

オホーツク総合振興局税務課課税係　

†0152-41-0613

一
人
暮
ら
し
の
父
親
と
連
絡

が
取
れ
ず
、
不
審
に
思
い
訳
を

聞
く
と
、
健
康
食
品
の
店
舗
に

毎
日
通
っ
て
い
る
と
の
事
。

最
初
の
１
時
間
く
ら
い

健
康
の
話
を
聞
い
た
後
、

海
苔
や
自
然
食
品
な
ど
を

安
価
で
購
入
し
て
い
る
と

楽
し
そ
う
に
話
し
た
。

催
眠
商
法
で
あ
れ
ば
高

額
な
契
約
に
至
る
か
も
し

れ
な
い
。
行
く
の
を
止
め

て
も
聞
き
入
れ
て
く
れ
な

い
。
今
ま
で
高
額
商
品
は

購
入
し
て
い
な
い
よ
う
だ

が
、
心
配
だ
。
ど
う
し
た
ら
良

い
か
？

Q
Q
&

Q
＆
�

消
費
生
活
相
談
�



税
関
で
は
戦
後
、
海
外
か
ら
引

き
揚
げ
て
来
ら
れ
た
方
々
か
ら
お

預
か
り
致
し
ま
し
た
、
約
87
万
件

の
左
記
の
よ
う
な
未
返
還
の
保
管

証
券
類
を
お
返
し
し
て
お
り
ま
す
。

◎
終
戦
後
、
海
外
か
ら
引
き
揚
げ
　

て
来
ら
れ
た
方
々
が
、
上
陸
地
　

の
税
関
・
海
運
局
に
預
け
ら
れ
　

た
通
貨
・
証
券
。

◎
帰
国
前
に
樺
太
（
真
岡
、
大
泊
、

豊
栄
、
留
多
加
な
ど
）
、
満
州

（
瀋
陽
、
吉
林
、
撫
順
、
鞍
山

な
ど
）
に
あ
っ
た
在
外
公
館
、

日
本
人
自
治
会
に
預
け
ら
れ
た

通
貨
・
証
券
類
の
う
ち
日
本
に

返
還
さ
れ
た
も
の
。

【
保
管
証
券
類
と
は
…
】

税
関
が
保
管
し
て
い
る
通
貨
・

証
券
類
に
は
、
携
帯
輸
入
が
禁
止

さ
れ
た
一
定
額
を
超
え
た
も
の
に

つ
い
て
上
陸
港
で
引
揚
者
か
ら
税

関
が
預
か
っ
た
『
上
陸
港
扱
い
の

保
管
物
件
』、
外
地
か
ら
の
引
き
揚

げ
の
際
、
在
外
公
館
又
は
日
本
人

自
治
会
へ
寄
託
さ
れ
、
最
終
的
に

税
関
に
移
管
さ
れ
た
『
外
地
扱
い

の
保
管
物
件
』
が
あ
り
ま
す
。

※
返
還
の
請
求
は
ご
本
人
だ
け
で

な
く
ご
家
族
の
方
で
も
構
い
ま
せ

ん
。「
も
し
か
し
た
ら
家
に
も
…
」

と
お
気
づ
き
の
方
は
、
お
気
軽
に

最
寄
り
の
税
関
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

釧
路
税
関
支
署
網
走
出
張
所

†
０
１
５
２-

43-

５
８
１
１

平
成
25
年
度
「
救
急
の
日
」
の

事
業
と
し
て
、
一
般
町
民
を
対
象

と
し
た
『
町
民
救
急
医
療
教
室
』

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

美
幌
国
保
病
院
循
環
器
内
科
部

長
の
松
井
先
生
に
よ
る
救
急
医
療

講
演
が
行
わ
れ
る
他
、
家
庭
内
、

学
校
、
事
業
所
等
で
心
肺
停
止
し

た
傷
病
者
に
遭
遇
し
た
際
に
必
要

な
、
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

用
方
法
を
学
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

多
数
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
　
時

９
月
６
日
（
金
）

午
後
６
時
30
分
〜
７
時
30
分

会
　
場

町
民
会
館
　
講
堂

参
加
対
象

津
別
町
在
住
の
町
民

実
施
内
容

q
救
急
医
療
講
演
「
動
悸
の
原
因
」

講
師
　
美
幌
町
立
国
民
健
康
保
　

険
病
院
循
環
器
内
科
部
長
　

松
井
寛
輔
氏

w
実
技
指
導
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し

た
心
肺
蘇
生
法

問
い
合
わ
せ
先

津
別
消
防
署
救
急
担
当

†
76-

２
１
８
９

過
激
派
は
、
平
和
で
自
由
な
民

主
主
義
社
会
を
暴
力
で
壊
そ
う
と

し
て
い
る
反
社
会
的
な
集
団
で
す
。

こ
れ
ら
の
集
団
は
、
表
面
上
暴

力
性
を
隠
し
て
市
民
運
動
に
参
加

し
た
り
し
て
各
界
各
層
へ
の
浸
透

を
図
っ
て
い
る
一
方
、
警
察
な
ど

に
対
す
る
違
法
な
調
査
活
動
を
組

織
的
に
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
違
法
な
調
査
活
動
は
、

非
公
然
活
動
家
が
ア
パ
ー
ト
な
ど

に
潜
伏
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
署
で
は
、
津
別
町
民
の
皆
さ

ん
の
安
全
と
安
心
を
守
る
た
め
、

こ
れ
ら
過
激
派
の
壊
滅
に
向
け
て
、

非
公
然
活
動
家
の
発
見
や
指
名
手

配
犯
人
の
逮
捕
に
向
け
て
全
力
を

尽
く
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
身
の
周
り
で
「
変
だ

な
？
」
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
遠
慮
な
く
警
察
署
ま
で
連

絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

連
絡
先

美
幌
警
察
署

†
72-

０
１
１
０

ふるさと納税制度は、「ふるさとを応援し

たい」、「好きな地域を応援したい」という

思いをかたちにするために、寄附金相当額

を所得税と個人住民税から控除することに

よって応援したい自治体に税金を納めるこ

とを可能にする制度です。

津別町も「ふるさとつべつ応援基金」を

創設し「未来に向けて応援してください！」

をキャッチフレーズに、ホームページでの

ＰＲや東京つべつ会の皆様から紹介された

方々に対し、パンフレットを送付していま

す。制度の趣旨をご理解いただき、知人、

友人をご紹介下さるようお願いします。

戦
後
海
外
か
ら
引
き
揚
げ
て

来
ら
れ
た
方
々
へ

過
激
派
ア
ジ
ト
の
発
見
に

ご
協
力
を
！

９
月
６
日
「
町
民
救
急
医
療

教
室
」
を
開
催

いざという時に、役立ちます！【電柱番号】

～消防本部 通信室からのお知らせ～

問い合わせ先
美幌・津別広域事務組合消防本部通信指令室　†73－1211

消防署では、緊急通報時に通報者自身の現在地が分からない時な

ど、通信員が近くの電柱の北海道電力電柱番号を尋ねますので、番

号を教えていただければ災害発生場所を特定することができます。

・
北
海
道
電
力
の
電
柱
に
は
、
固
有
の
電
柱
番
　

号
と
い
わ
れ
る
識
別
番
号
が
付
い
て
い
ま
す
。

年
月
が
経
ち
「
画
区
図
番
の
号
」
な
ど
の
表

示
が
消
え
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

・
数
字
は
上
か
ら
２
桁
で
６
組
伝
え
て
く
だ
さ

い
（
例
〜
54
・
50
・
98
・
18
・
12
・
67
）。

こ
の
プ
レ
ー
ト
に
電
柱
番
号
が
表
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
道
路
に
面
し
た
地
上
３
〜
４

メ
ー
ト
ル
位
の
位
置
に
つ
い
て
い
ま
す

２
桁
の
番
号
を
上
か
ら
順
に
伝
え
て
下
さ
い

プレートの拡大写真です

問い合わせ先

総務課・住民企画課　†76－2151

働
く
若
者
が
充
実
し
た
職
業
生

活
を
営
み
、
積
極
的
に
社
会
の
一

員
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
、
勤

労
青
少
年
団
体
等
が
行
う
活
動
の

指
針
と
し
て
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
方
法

氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
職
業
・
　

住
所
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
メ
ー
ル
で

応
募
し
て
下
さ
い
（
応
募
は
一

人
10
点
以
内
、
作
品
は
未
発
表

に
限
り
ま
す
）。

締
　
切

10
月
20
日
（
日
）
必
着

賞
大
賞
　
１
点
　
賞
金
１
万
円
　
他

応
募
先

〒
１
６
４
・
８
５
１
２

東
京
都
中
野
区
中
野

４
・
１
・
１

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
　

８
Ｆ

（社）
日
本
勤
労
青
少
年

団
体
協
議
会

発
　
表

12
月
下
旬
に
（社）
日
本

勤
労
青
少
年
団
体
協

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
。

北
海
道
労
働
局
で
は
、
中
小
企

業
事
業
主
に
対
し
、
最
低
賃
金
の

引
き
上
げ
に
応
じ
た
賃
金
の
引
き

上
げ
を
行
う
た
め
の
経
営
改
善
に

取
り
組
む
支
援
策
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

最
低
賃
金
ワ
ン
･
ス
ト
ッ
プ
無
料

相
談経

営
、
労
務
管
理
の
課
題
を
明

ら
か
に
し
、
専
門
家
が
問
題
解
決

を
支
援
し
ま
す
。

業
務
改
善
助
成
金

支
給
条
件

q
事
業
場
内
で
最
も
低
い
時
間
給

を
４
年
以
内
に
８
０
０
円
以
上

と
す
る
計
画
を
作
成
し
、
１
年

目
に
40
円
以
上
の
引
き
上
げ
を

実
施
す
る
。

w
労
働
者
の
意
見
を
聴
取
の
上
、

業
務
改
善
の
計
画
を
作
成
し
、

実
施
す
る
。

支
給
額

業
務
改
善
の
経
費
の
２
分
の
１
　

(

下
限
５
万
円
･
上
限
１
０
０
万
円)

問
い
合
わ
せ
・
申
請

〒
０
６
０
・
８
５
６
６

札
幌
市
北
区
北
８
条
西
２
丁
目
　
　

１
番
１
号
　
札
幌
第
１
合
同
庁
舎

北
海
道
労
働
局
基
準
部
賃
金
課

†
０
１
１-

７
０
９-

２
３
１
１

（
内
線
３
５
３
４
）

『
テ
ロ
リ
ス
ト
を
入
国
さ
せ
な
い
、

テ
ロ
の
拠
点
を
作
ら
せ
な
い
、
テ

ロ
を
起
こ
さ
せ
な
い
』

本
年
１
月
、
北
ア
フ
リ
カ
の
ア

ル
ジ
ェ
リ
ア
で
日
本
人
を
含
む
多

数
の
者
が
殺
害
さ
れ
た
事
件
が
発

生
、
ま
た
４
月
に
は
米
国
ボ
ス
ト

ン
で
マ
ラ
ソ
ン
の
ゴ
ー
ル
付
近
２

か
所
で
爆
弾
が
爆
発
し
多
く
の
死

傷
者
を
出
す
な
ど
、
国
外
に
お
い

て
不
特
定
の
者
を
標
的
に
し
た
テ

ロ
の
危
険
性
が
増
大
し
て
い
る
情

勢
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
我
が
国
は
ア
ル
・
カ
ー

イ
ダ
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ス
ラ
ム

過
激
派
か
ら
米
国
の
同
盟
国
と
し

て
指
摘
さ
れ
、
テ
ロ
の
標
的
と
し

て
名
指
し
さ
れ
る
な
ど
国
内
に
お

い
て
も
テ
ロ
の
発
生
が
危
惧
さ
れ

て
い
ま
す
。

当
署
で
は
、
テ
ロ
リ
ス
ト
の
早

期
発
見
・
確
保
に
向
け
た
対
策
を

推
進
す
る
と
共
に
、
公
共
交
通
機

関
に
対
す
る
警
戒
警
備
を
行
う
な

ど
し
て
い
ま
す
。
不
審
な
人
や
車
、

荷
物
を
見
か
け
た
と
き
、
不
審
な

グ
ル
ー
プ
が
集
ま
っ
て
い
る
場
所

を
見
か
け
た
と
き
な
ど
は
、
警
察

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

美
幌
警
察
署
　
†
72-

０
１
１
０

「
勤
労
青
少
年
の
標
語
」
募
集

賃
金
引
き
上
げ
を
行
う
中
小

企
業
を
支
援

７
月
か
ら
相
生
地
区
で
活
動
し
て
い
る
檜
山
知
弘
さ
ん

と
檜
山
栄
味
子
さ
ん
は
、
ま
だ
結
婚
一
年
目
の
ご
夫
婦
。

東
京
都
出
身
の
知
弘
さ
ん
と
三
重
県
出
身
の
栄
味
子
さ
ん

が
、
縁
あ
っ
て
札
幌
で
出
会
っ
た
そ
う
で
す
。

知
弘
さ
ん
は
札
幌
で
編
集
・
デ
ザ
イ
ン
関
係
の
仕
事
に

就
い
て
い
ま
し
た
が
、
二
人
と
も
自
然
の
近
く
で
暮
ら
し

た
い
と
の
思
い
が
強
く
、
今
回
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

応
募
し
ま
し
た
。

現
在
の
活
動
内
容
は
、
主
に
「
道
の
駅
あ
い
お
い
」
で

の
豆
腐
作
り
や
そ
ば
打
ち
、
食
堂
業
務
な
ど
。
地
域
活
動

と
し
て
、
あ
い
あ
い
さ
ろ
ん
の
手
伝
い
や
９
月
に
行
わ
れ

る
相
生
衆
楽
祭
（
し
ゅ
う
ら
く
さ
い
）
の
準
備
に
も
携
わ

っ
て
い
ま
す
。
「
地
域
の
皆
さ
ん
に
受
け
入
れ
て
い
た
だ

い
て
、
仕
事
や
生
活
に
少
し
ず
つ
慣
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
」
と
い
う
栄
味
子
さ
ん
。
余
裕
が
で
き
た
ら
家
庭
菜
園

作
り
に
取
り
組
み
た
い
そ
う
で
す
。

地 域 お こ し 協 力 隊 の ご 紹 介 w
※
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
、
総
務
省
の
事
業
で
、
首
都
圏
等
か
ら

地
域
へ
移
住
し
、
地
域
の
生
活
支
援
や
地
域
活
動
に
協
力
し
、
将

来
は
地
域
で
就
業
ま
た
は
起
業
し
、
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
も

の
で
す
。

右・檜山知弘（ひやまともひろ）さ

ん／38歳、左・檜山栄味子（ひやまえ

みこ）さん／44歳

HP：http://www.nikkinkyo.org
メール：info@nikkinkyo.org
FAX：03-3389-1956

国
際
テ
ロ
の
未
然
防
止



気
象
庁
は
、
こ
れ
ま
で
の
大
雨
・
津
波
・
高
潮
な
ど
の
「
警
報
」
に
加

え
、
警
報
の
発
表
基
準
を
は
る
か
に
超
え
る
異
常
な
現
象
が
予
想
さ
れ
、

重
大
な
災
害
の
起
こ
る
お
そ
れ
が
著
し
く
大
き
い
場
合
、
特
別
な
警
戒
を

呼
び
か
け
る
「
特
別
警
報
」
を
新
た
に
発
表
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
現
象
は
、
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
非
常
に
高
い
津
波
、

居
住
地
に
大
き
な
影
響
の
あ
る
火
山
噴
火
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
が
無
い
よ

う
な
低
気
圧
や
台
風
に
よ
る
激
し
い
豪
雨
や
暴
風
な
ど
異
常
な
気
象
現
象

が
発
生
し
た
場
合
が
該
当
に
な
り
ま
す
。

津
波
、
火
山
噴
火
に
つ
い
て
は
、
既
に
あ
る
大
津
波
警
報
、
噴
火
警
報

の
う
ち
、
危
険
度
が
非
常
に
高
い
も
の
を
特
別
警
報
と
し
て
、
従
来
の
名

称
の
ま
ま
発
表
し
ま
す
。

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
、
お
住
ま
い
の
地
域
は
一
生
の
う
ち
に

何
度
も
経
験
し
な
い
よ
う
な
非
常
に
危
険
な
状
況
で
す
。
屋
外
の
状
況
や

避
難
指
示
・
勧
告
に
留
意
し
、
直
ち
に
命
を
守
る
た
め
に
最
善

の
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
従
来
の
警
報
も
重
大
な
災
害
の
起
こ
る
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
に
発
表
し

て
い
ま
す
。
大
雨

な
ど
の
被
害
を
防

ぐ
に
は
、
時
間
を

お
っ
て
発
表
さ
れ

る
注
意
報
・
警
報

や
そ
の
他
の
気
象

情
報
を
活
用
し
、

早
め
早
め
の
行
動

を
と
る
こ
と
が
あ

な
た
や
家
族
の
命

を
守
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

網
走
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課

†
０
１
５
２-

43-

４
３
４
９

高齢者・障がい者の人権あんしん電話相談

†０５７０－００３－１１０
ゼロゼロみんなのひゃくとおばん

年金ミニ知識
問い合わせ　戸籍・年金担当

†76－2151 内線 222、223

救命に必要な応急手当を覚えましょう！
津別消防署では、応急手当の講習会を随時実施しています。自治

会、職場、サークル等の各種会合で応急手当を学んでみませんか。

・簡単な応急手当

時間は相談に応じます（主にケガ

の手当など）

・普通救命講習

３時間（心肺蘇生法、ＡＥＤの使　

用手順、止血等）

◆９月９日は救急の日◆
▼専業主婦（夫）の年金が改正され

ました

平成25年７月１日から専業主婦

（夫）の年金が改正されました。

会社員の夫退職時などに専業主婦

期間からの切替手続（第３号被保険

者から第１号被保険者への変更手

続）が漏れていると、その期間は未

納期間となりますが、届出により年

金を受けるために必要な期間に算入

できます。

▼年金の減額を防ぎましょう！

切替手続き漏れの可能性がある方

や、過去の切替漏れにより未納期間

がある方は今すぐお問い合わせを。

▼お問い合わせはこちらまで

国民年金保険料専用ダイヤル

†0570－011－050

北見年金事務所

†0157－25－9635

専業主婦（夫）のみなさんへ！

＜東京つべつ会総会＞

日時　10月27日（日） 午後１時30分から

場所 東京グリーンパレス（東京都千代田区２番町）

内容 津別の農産物の試食、抽選会

申込 会員の方には案内文書を送付します。

問い合わせ先

東京つべつ会事務局（役場産業振興課内）

† 76-2151 (内線259)

東京つべつ会は、毎年の総会を東京で開催し

ています。この総会には、都内や近郊の千葉、

埼玉、茨城などからも多くの会員が集まり、親

睦を深めています。

現在、会員は370人ですが、より多くの方に

参加していただきたく、新規会員を募集してい

ます。兄弟、親戚、知人などで東京近郊に住ま

われている方がいましたら、ご紹介ください。

総務省統計局では、今年の10月１日現在で住宅・土地統

計調査を実施します。５年に一度の調査で今回が14回目の

調査となります。

この調査は、住生活に関する最も基本的で重要な調査で、

全国約350万世帯の方々を対象とした大規模な調査です。

今回の調査では、国民の居住形態や少子・高齢化等の社

会・経済状況の変化を踏まえ、｢住生活を支える居住環境｣、

｢耐震性・防火性といった住宅性能水準の達成度や省エネ

ルギー性能住宅｣、｢土地の有効利用状況｣を明らかにする

ことをねらいとしています。

調査をお願いする世帯には、９月下旬に統計調査員が調

査票をお届けし、後日回収に伺いますのでご協力をよろし

くお願いいたします（今回からインターネット回答も可能

になりました）。

問い合わせ先

住民企画課住民企画グループ　†76－2151 （内線215）

蔵書点検のため図書室を臨時休室します。

なお、９月９日と16日は月曜休室

のため、17日（火）から通常通り開

室となります。

９月10日（火）～15日（日）

図書室を臨時休室します

問い合わせ先

中央公民館図書室　† 76－2713

私たちは、いつどこで突然の『事故』や

『急病』におそわれるか、予測できません。

救急隊が到着するまでそのままにしてお

くと、命の危険や重い後遺症に悩まされる

場合もあります。特に心臓や呼吸が止まっ

てしまった場合は時間との戦いになります。

そばにいるあなたが応急手当を行い、救急

隊、医師へとひきつぐことができなければ、

助かる命を救うことができません。

問い合わせ先 津別消防署 †76－2189

全国一斉「高齢者・障がい者の

人権あんしん相談」強化週間

期　　間 ９月９日（月）から９月15日（日）

受付時間

９月９日から13日　午前８時30分～午後７時

９月14日及び15日　午前10時～午後５時

※面接による相談については通常どおり

（月～金曜日の午前８時30分～午後５時15分）

相談担当者 釧路人権擁護委員連合会所属の人権

擁護委員及び釧路地方法務局職員

主　　催 法務省及び全国人権擁護委員連合会

問い合わせ先 釧路地方法務局人権擁護課

† 0154－31－5014（直通）

８
月
30
日
か
ら
『
特
別
警
報
』
の
発
表
を
開
始

～特別警報の詳細は、気象庁ホームページでご確認ください～

http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/tokubetsu-keiho/index.html

「特別警報」イメージ

「子どもの人権110番」（子ども用）

フリーダイヤル

0120－007－110
〔全国共通〕

実施期間　９月30日（月）～10月４日（金）

時　　間 午前８時30分～午後７時　　　　　

相談担当者

主に子どもの人権にかかわ

る問題を専門に扱っている釧

路人権擁護委員協議会の「子

ども人権委員」が対応します

が、子どもの人権問題に適切

に対応できる人権擁護委員及

び釧路地方法務局人権擁護課

の職員が対応する場合もあり

ます。

実施機関　釧路地方法務局

釧路人権擁護委員協議会

問い合わせ先　釧路地方法務局人権擁護課

† 0154－31－5014（人権擁護課直通）


